



















論 文 審 査 委 貞 教授 谷本 光音 教授 土居 弘幸 准教授 大内田 守















静 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研究では､日本人の非小細胞肺癌患者の喫煙量と､上皮成長因子受容体 (EDFR)逮
伝子変異の陽性との相関を多施設の協力で 1001例について検討した結果､喫煙量から遺
伝子変異の存在を予測することが､診断上可能である程度に確かであることが示されたと
している｡現在の EGFR遺伝子変異の診断精度では遺伝子変異が検出できない場合など
において､ゲフイチニブ治療を考慮するための臨床指標の確立に繋がる貴重な業績である｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
